
2,367 4,633

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 3. 建築審査及び指導事業

1. 土木管理費

2. 建築管理費 建築指導課

（佐倉市）　　

第２章
人と自然が調和した安心して暮らせるまち（都市基 -

盤・住環境） 令和 3年度 -

経常 単独 計画 0 0 857 基本施策２
住宅・住環境 令和 4年度 -

令和 5年度 -

施策３
適正な建築行政を推進します 令和 6年度 -

令和 7年度 -

0

2,266 2,266

建築審査会の開催、専門知識の向上にむけた研修及び講 　住みやすいまちづくりを整備・保全していくには法令 　良好な住環境の確保及び保全が図られます。

習会の参加、建築確認審査時に設計者等の資格確認のためのシステムを に基づく適正な審査・指導が不可欠であり、そのために各種審議会や委

使用します。 員会等の開催や情報収集などを随時行っていくものです。

　特にありません。 　審査会の開催数想定の見直しによる費用弁償、 　特にありません。　

会議出席を極力控えることによる旅費の削減を、それぞれ図りました。

　また書籍購入、研修・講習会負担金についても、人事異動・新採者配

属が想定され、一定の額を確保しつつ、内容検討のうえ適切な額を要求

しました。

01 342 358 △16

07 9 9 0

08 112 242 △130

10 325 284 41

11 50 50 0

12 1,050 1,050 0

13 98 98 0

18 280 276 4

15 02 04 01 05 00 建築確認申請等手数料 0 0 2,367 △2,367

差引一般財源 0 2,266 △


